
作業環境測定士試験

（分 析 に 関 す る 概 論）

受験番号

分析１／４

単位に使われる接頭語の記号 とその大きさ と問 １ SI  

の次の組合せのうち、誤っているものはどれか。

 

６１ 10M
３２ 10k
２３ 10h

４ 10d
-６５ μ 10

次の用語のうち、分析値のばらつきを表すものとし問 ２

て不適切なものはどれか。

１ 分散

２ 不偏分散

３ 標準偏差

４ 変動係数

５ 正確さ

有効数字に関する次の記述のうち、誤っているもの問 ３

はどれか。

１ 0.0216 の有効数字の桁数は３である。

２ 2.160 × 10 の有効数字の桁数は３である。－３

３ 1080 に 2.00 × 10 を掛けた答えの有効数－３

字の桁数は３である。

４ 0.216 の２乗の有効数字の桁数は３である。

５ 1.080 × 10 を 5.00 で割った答えの有効数３

字の桁数は３である。

物質の性質および構造に関する次の記述のうち、誤問 ４

っているものはどれか。

１ は、酸とも塩基とも反応する。Al O２ ３

２ は、水とは反応しない。F２
３ 遷移元素の単体は、常温ですべて金属である。

４ キシレンには、３つの異性体がある。

HI５ ハロゲン化水素のアルケンへの付加反応は、

の方が より起こりやすい。HCl

平衡反応式 の平衡定数を表す式 の右辺に誤りが問 ５  

あるものは次のうちどれか。

なお、反応は水溶液中とする。
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ヨウ素( )を 0.21 ･ 含む水溶液 100 に問 ６ I g L mL２
-１

四塩化炭素 10 を加えてヨウ素を抽出した。水溶mL

液に残存する 濃度として、正しい値に最も近いもI２
のは次のうちどれか。

ただし、この抽出操作で は分配平衡に到達したI２
ものとし、その分配係数を 80 とする。また、分配平

衡にある の四塩化炭素と水中における濃度をI２
それぞれ[ ] と[ ] とすると、分配係数は、I I２ ２o r g aq

[ ] ／[ ] で定義される。I I２ ２org aq

-３ -１１ 2.6 × 10 ･g L
-２ -１２ 1.9 × 10 ･g L
-２ -１３ 2.3 × 10 ･g L
-１ -１４ 1.9 × 10 ･g L
-１ -１５ 2.1 × 10 ･g L

分析で使用する器具類の特性および取扱いに関する問 ７

次の記述のうち、誤っているものはどれか。

１ ロータメータは、石鹸膜流量計より差圧が小さ
けん

い。

２ 熱電対温度計は、２つの接点間の温度差から生

ずる熱起電力を利用する。

３ 油拡散ポンプを用いると、油ロータリーポンプ

に比べてより低圧まで到達可能である。

４ 減圧弁は、ガス圧の調整に使用する。

５ 液体計量用のマイクロシリンジの気密性は、ガ

スタイトシリンジのそれに比べて低い。

次の器具類のうち、溶液中の試料濃度測定のための問 ８

標準液を調製する際に通常用いられないものはどれか。

１ 天秤
びん

２ 活性炭管

３ メスシリンダー

４ メスフラスコ

５ ホールピペット

分析２／４

試料処理の操作 とその実際の操作例 との次の組問 ９  

合せのうち、誤っているものはどれか。

 

１ 溶解 ろ紙上に捕集したカドミウムからそ

の硝酸溶液を得る。

２ 抽出 塩酸溶液中のベンジジンからそのク

ロロホルム溶液を得る。

３ 脱着 活性炭に吸着したトルエンからその

二硫化炭素溶液を得る。

４ 濃縮 アクリルアミドのメタノール溶液か

らメタノールを留去する。

５ 発色 ナフチルアミン塩酸溶液にアンモニ

ア水を加えアルカリ性とする。

試薬に関する次の記述のうち、誤っているものはど問１０

れか。

１ 市販の濃塩酸の濃度は、ほぼ 12 ･ であmol L-１

る。

２ 王水は、濃硝酸と濃塩酸とを体積比で約１：３

に混ぜた溶液である。

３ 金属塩化物は、すべて水によく溶ける。

４ 無水塩化カルシウムは、乾燥剤として用いるこ

とができる。

５ 炭酸ナトリウムは、酸の濃度決定のための一次

標準物質として用いることができる。

ガス検知管の変色層に関する次の記述のうち、誤っ問１１

ているものはどれか。

１ 変色層の長さは、試料ガスの吸引速度によって

変わることがある。

２ 変色層の長さは、試料ガスの温度によって変わ

ることがある。

３ 変色層の長さは、試料ガスの湿度によって変わ

ることがある。

４ 変色層の長さは、試料ガスの吸引量に比例する。

５ 変色層の色調は、保存期間によって変化するこ

とがある。



濃度 0.1 ･ の塩酸 15 と濃度 0.1問１２ mol L mL-１

･ の水酸化ナトリウム水溶液 5 とを混合mol L mL-１

した溶液の 値として、正しい値に最も近いものはpH

次のうちどれか。

ただし、 2 0.301 とする。log =

１ 1.1

２ 1.2

３ 1.3

４ 1.4

５ 1.5

溶解度積等に関する次の記述のうち、誤っているも問１３

のはどれか。

１ 溶解度積は、溶液中に共通イオンがあっても温

度が一定であれば変わらない。

２ 溶解度は、共通イオンがあっても変化しない。

３ 沈殿滴定においては、溶解度積を考慮して指示

薬が選ばれる。

４ 水溶液中において、 と のモル濃度のAg Cl＋ -

積は、 の溶解度積より大きくならない。AgCl

５ の溶解度積の単位は、 ･ でP bCl (mol L )２
-１ ３

ある。

光に関する次の記述のうち、誤っているものはどれ問１４

か。

１ 波長 190 の光は、紫外線である。nm

２ 波長 480 の光は、可視光線である。nm

３ 波長 12  の光は、赤外線である。

４ 光の波長が長いほど、振動数は小さい。

５ 蛍光の波長は、照射光（励起光）の波長より短

い。

分析３／４

ある測定対象物質Ａの溶液を光路長2.0 のセルに問１５ cm

入れ、その溶液の極大吸収波長での吸光度を分光光度

計で測定したところ、0.440 であった。物質Ａのその

mol cm L波長におけるモル吸光係数は 2.00 × 10 ･ ･４ -１ -１

である。溶液中のＡの濃度として、正しい値は次のう

ちどれか。

-６ -１１ 2.2 × 10 ･mol L
-５ -１２ 1.1 × 10 ･mol L
-５ -１３ 1.5 × 10 ･mol L
-５ -１４ 2.0 × 10 ･mol L
-５ -１５ 2.2 × 10 ･mol L

原子吸光分析法に関する次の記述のうち、誤ってい問１６

るものはどれか。

１ 原子吸光とは、原子が特定波長の電磁波のエネ

ルギーを吸収することである。

２ 化学炎中の試料原子は、ほとんどが基底状態に

ある。

３ 中空陰極ランプは、連続光を発光する光源であ

る。

４ 重水素放電管は、バックグラウンド補正用の光

源として用いられる。

５ 吸光度は、吸収層の長さに比例する。



蛍光光度分析法に関する次の記述のうち、誤ってい問１７

るものはどれか。

１ 蛍光は、分子が励起状態から基底状態に戻る過

程で放出される。

２ 蛍光の発光強度は、励起光の強度に比例する。

３ 蛍光の発光強度は、試料濃度が薄い溶液におい

てのみ、試料濃度に比例する。

４ 蛍光の発光強度は、試料溶液の の影響を受pH

けない。

５ 蛍光分光光度計による蛍光の測定は、励起光に

対して直角方向で行われる。

あるカラムを用いて一定の温度で物質Ａをガスクロ問１８

マトグラフ分析法で分析した。そのときの保持時間を

、ピークの半値幅を とすると、2 倍の長さのカT w

ラムを用いて物質Ａを分析した場合の保持時間 とピ

ークの半値幅 との組合せとして、正しいものは次の

うちどれか。

 

T w１ 2 2

T w２ 2 2√

T w３ 2 2√

T w４ 2 2√ √

T w５ 2 2√

分析４／４

Ｘ線の発生に関する次の記述のうち、誤っているも問１９

のはどれか。

１ Ｘ線は、原子核の励起状態が基底状態へ戻ると

きに発生する。

２ 数十キロボルトで加速した電子を金属に照射す

ると、Ｘ線が発生する。

３ Ｘ線を重い原子に照射すると、その原子から２

次Ｘ線が発生する。

４ Ｘ線管から発生するＸ線は、特性Ｘ線と連続Ｘ

線とから成る。

５ 放射性原子の壊変は、Ｘ線の発生を伴うことが

ある。

試料の放射能を測定し、その試料の放射能を２０日問２０

後に再び測定した。２０日後の計数率は初回の計数率

の1 10に減衰した。この試料に含まれている放射性核/

種の半減期として、正しい値に最も近いものは次のう

ちどれか。

ただし、試料に含まれる放射性核種は１核種とし、

2 0.301 とする。log =

１ １０日

２ ８日

３ ６日

４ ４日

５ ２日


